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１. 緒言
各人にとって､ 必然的にやってくる ｢死｣ を
どのように受容するかは､ 人々が､ 自己の ｢生｣
を主体的､ 積極的､ 肯定的に捉え､ その ｢生｣
を全うする上でも必要なことだと考えられる｡
死の受容は､ 死生学 (�����������) の中心に
位置する問題であり､ 死の臨床的場面における

心理学､ 死に関する哲学的思考､ 宗教学､ 各人
の死生観など､ さまざまな分野から成立して
いる｡
特に､ 死生学の目的は､ 死を理念的に考察す

ることではなく､ 死に関して抱く個人の感情な
いし偏見に対応する能力を養うことにあり､ 教
育を通して､ 死を身近なものと厳粛なものと捉
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えるように導き､ 一人一人の死生観を築こうと
することに主眼を置く事である｡
告知に関して､ 個々人がどのような死生観に
基づいているか､ 自己についていかなる生と死
のあり方を望んでいるかをより良く理解するた
めの視点は､ 単に医学的側面のみならず､ 心理
学､ 社会学､ 哲学､ 倫理学､ 人間学､ 文化人類
学､ 教育学など､ 多様な学問領域による学際的
考究によってのみ開かれると考えられ､ さらに
は､ 人々の死生観は､ 各人の生活する社会のあ
り方､ その文化的状況､ 慣習や伝統､ また､ そ
こにおける主要な宗教観､ 世界観によって規定
されていることが想定される｡ しかしながら他
方で､ ｢人間の死｣ という現象そのものについ
ての考え方や捉え方は､ 異なる社会に生活する
人々の間では､ その判断理由に相違 (丸山他､
2000) が見られ､ その差異こそ､ 社会的に規定
された死生観を示すのではないかと考えられる｡
本稿は､ 告知に関する韓国人学生と日本人学
生の各国固有の文化､ 社会的に規定されている
死生観について概観するものであり､ その差異
から､ 社会的に規定される死生観を模索するも
のである｡

２. 研究目的
本研究では､ そこに生活する ｢人間の生と死｣
に各国固有の概念､ あるいは捉え方があるので
はないか､ 特に､ 日本人は弱い自分をみられた
くない (北山､ 1993) という民話にも見られる
日本人独特の感性があり､ 各国固有の ｢人間の
生と死｣ に関する固有の概念を比較検討する事
を目的とした｡
｢告知｣ は､ 自己の生命に生じている出来事

を受容し､ 自らの死を覚悟する上で大きな役割
を担い得るものである｡ ここでは､ ｢告知｣ が
実際に当事者に望まれるか否か､ また､ それが
どのような理由から望まれるか､ 否定されるか
を調査した｡

３. 研究方法
本調査票には､ 余命が予測できる悪性の癌の
場合と条件を指定した上で､ 韓国人学生と日本

人学生に対し､ 意識調査を行った｡ 特に先行研
究１､２､３､４ から､ 自分自身と家族に対し､ 余命告
知における理由選択を明確にするために､ 告知
を望む場合と望まない場合の異なるタイプの調
査票を用意した｡
告知を望む場合､ その選択理由として､ 権利・

準備・家族・自己選択・信頼の５つの要因 (カ
テゴリー) に着眼し､ また､ 告知を望まない場
合､ その選択理由として､ 見ることを望まない・
見られることを望まない・見られた後・配慮・
察する､ ５つの要因 (カテゴリー) に着眼した｡
各項目については､ ２つの質問項目をあげ､ そ
れぞれについて５段階で評価を求めた｡
これらの調査結果より､ そこに生活する人間

の生と死に各々固有の概念､ あるいは､ 捉え方
があるのではないかとの仮説を立て､ その共通
点､ 相違点の比較から､ 死に関して抱く個人の
感情ないし､ 偏見に対応する能力を養うこと､
ひいては､ 医療現場における基本原理である患
者の自己決定の尊重 (���������	
������)､
情報開示 (��������	�������������	�����)､
������������､ �事前指示����������	��������

のあり方について模索するものである｡

【研究期間】
調査は､ 平成18年12月４日～12月25日､ 調査

票を用い､ 韓国 (ソウル市) と日本 (福岡市)
に生活する学生を対象に行った｡ 調査対象の内
訳はソウル市Ｔ大学現代日本語選択の学生29名
(平均年齢18�9歳) と福岡市Ｋ大学医学部保健
学科の学生24名 (平均年齢22歳) である｡ まず､
調査に関する説明と倫理的配慮として､ 韓国に
おいては､ 調査の目的とその意義について､ 現
代日本語専攻の学生に韓国語で説明が行われ､
書面にて同意を得た｡ 研究への参加は自由意思
とすること､ 調査拒否の自由､ また､ 調査協力
を中断した場合にも､ 何ら不利益を被ることの
ないこと､ 調査内容に関する個人のプライバシー
保護がなされること､ そして､ 調査内容は､ 研
究以外の目的には用いられないことを約束した｡
また､ 調査票は､ 個人を特定できないように処
理が行われ､ その結果については､ 学会や学術
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雑誌に報告することを説明した｡

【調査票の特徴】
本調査の特徴は､ 自分と家族の立場に回答を
求めたことと､ 告知を望む場合と望まない場合
と､ 望む／望まない程度を５段階評価：１.弱
く望む (望まない) ２.やや弱く望む (望まな
い) ３.普通 (望まない) ４.やや強く望む (望
まない) ５.強く望む (望まない) にあった｡

４. 結果と考察
本調査の結果は､ 調査数の少なさからも､ 告
知に関する韓国人学生と日本人学生の各国固有
の文化､ 社会的に規定されている死生観につい
て概観するものであり､ その差異から､ 社会的
に規定される死生観について､ 安易に一般化さ
れうるものではない｡ しかし､ 選択された二国
に共通する理由については､ 韓国人学生と日本
人学生に共通する価値観と捉える事ができるだ
ろうし､ また､ 二国の相違の理由についても､
｢人間の死｣ に関する固有の概念､ あるいは､

捉え方であろうかと考えられた｡

１) 告知への態度
告知への態度として､ 自分・家族に告知を望

む者は､ 日本 (日本87％・韓国38％) に多い｡
2000年の調査結果､ 日本人法学生 (福岡市) と
ドイツ人法学生 (ハイデルベルク) を対象にお
こなった調査結果 (丸山他､ 2000)５ と比較す
ると､ 専門分野の異なる学生ではあるが､ 日本
人学生の態度は､ 韓国人学生よりドイツ人学生
に近い (図１参照)｡
韓国人学生は､ 自分に告知を望むが家族に告

知を望まない者 (韓国55％､ 日本４％) が､ 多
い (表１参照)｡ その理由として､ 韓国人学生
は､ 年長者を敬う儒教的価値観が強い事から､
自分に告知を望むが､ 家族には､ 告知を望まな
いのではないだろうか｡ 今日の日本人学生には､
そうした儒教的価値観が弱まっているのだろ
うか｡

告知に関する死生観の比較研究
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図１ 告知に関する態度結果 (2006韓国・日本､ 2000ドイツ)
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表１ 韓国人学生と日本人学生の告知に関する態度結果

自分・
家族告知を望む
(�)

自分に望むが家
族に告知を望ま
ない (�)

自分に望まない
が家族に望む
(�)

自分・
家族望まない
(�)

韓 国 38 55 0 7

日 本 87 4 9 0

５ 丸山マサ美､ 安藤満代､ 松尾智子：告知に関する死生観の比較研究､ 生命倫理10巻１号､ ���100‒110､ 2000年



２) 告知を望む理由
告知を望む理由 『準備』・『権利』 において､
両国の共通点があった｡ 『死に対する準備の時
間だから､ やり残したことをする時間が必要だ
から』 といった理由が､ 準備に関する選択理由
であり､ 『自分自身の体・人生だから､ 知るの
は自分の権利だから』 といった理由が､ 権利に
関する選択理由である｡ 両国の学生には､ 自己
の健康状態を知ることについての強い権利意識
が窺える (図２・図４参照)｡ この点は､ ドイ

ツ人学生・日本人学生 (丸山他､ 2000) 調査結
果においても同様であった｡
また､ 両国の相違点としては､ 韓国人学生は､

自分に告知を望むが家族に告知を望まない (表
１参照)｡ 標本数が少ない事から､ 統計学的根
拠に乏しく､ 多くを言及する事はできず､ 本研
究は､ 探索的研究にとどまり､ さらなる議論が
開かれているものである｡ 先の結果において､
ドイツ人学生と日本人学生 (丸山他､ 2000) の
相違点として､ 日本人学生の調査結果には､
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図２ 自分へ望む理由 (韓国人学生・日本人学生)

� � � � � �

��

	


��

�

��

�����

�����

図３ 自分へ望まない理由 (韓国人学生・日本人学生)
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｢見る (����) こと｣・｢見られること｣・｢見ら
れた後｣ といった日本人独特の感性とも言える
弱い自分を見られたくないとする (�����

����) 特徴的な行動が見られた｡ 今後は､ 告
知を望まない５要因 (見られること､ 見られた
後､ 配慮､ 察する) については､ 各項目間 (図
３・図５参照) の信頼性・妥当性の検証と､ 告
知を望む・望まない要因の今後さらなる要因の
分析を進める必要がある｡
また､ 自分への告知理由において､ 統計学的

に有意差 (�＜0�05) のあった項目には､ 選択・
信頼があった｡ 『治療方針など理解したい､ 自
分で治療方針などを選択できるから (0�91)』
が､ 選択における理由であり､ 『嘘をつかれた
くない､ 不信感を持ちたくない (1�88)』 が､
信頼における選択理由であった｡ 特に､ 日韓で
の調査において､ 有意差 (�＜0�05) のあった
自分に告知してほしい理由は､ ｢治療方針など
理解したい (0�80)｣ といったものであり､ 医
療を受ける前の事前の安心と受けた医療に対す

告知に関する死生観の比較研究
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図４ 家族へ望む理由 (韓国人学生・日本人学生)
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図５ 家族へ望まない理由 (韓国人学生・日本人学生)
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る事後の納得 (結果責任)､ すなわちインフォー
ムド・コンセントの重要性が示唆される結果
(図６参照) であった｡
今後､ 告知に対する男子学生と女子学生の意
見の相違 (図７・図８参照) から､ 家族におけ
る男女の役割・意識が窺える｡ また､ 男子学生､
女子学生の考え方の特徴が､ 個人､ 家族､ 社会
における立場の相違によって違いがあるのかと
いった性差による各国の死生観の特徴を分析す
る事で､ ｢人間の生と死｣ に関する固有の文化､
社会に規定されている要因が明確になるのでは
ないかと考えられた｡

３) 告知を望まぬ理由
各国では､ 家族に告知を望まぬ理由において

相違 (表２・表３) があり､ 各国固有の ｢人間
の死｣ に関する意識の差ではないだろうか｡ 韓
国の学生は､ 家族に告知を望まないとする考え
が多く､ 『家族がショックを受けるのを見たく
ない､ 家族が悲しむのを見たくない､ 家族に余
計な心配をさせたくない』 理由を選択していた｡
一方､ 日本においては､ 家族にも自分自身にも､
告知を望まない理由に相違が見られなかった｡
但し､ 日本人学生における告知を望む理由に

ついては､ 死に対する準備時間､ 家族と残され
た時間を過ごす､ やり残したことをする時間と
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図６ 自分への告知希望の程度と理由
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図７ 男子学生 (韓国・日本の比較)
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図８ 女子学生 (韓国・日本の比較)
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いった､ 死が近づいている状況において､ 患者
自身がその残された時間をどのように過ごした
いと望んでいるか (死生観) を考察し､ 人生を
全うするという視点からすると､ 病名告知が強
く求められていることを明らかにしているので
はないだろうか｡ 同じ理由から､ いつか必ず訪
れる死を我々が冷静に受け止め､ 残された時間

を有意義に過ごすためにも､ 自己と家族の生と
死について考えること､ また､ 告知を行い医療
者側もその意向を尊重する必要がある｡ 各人が
満足した生を送るためにタナトロジーの重要性
の自覚とその普及が求められる｡

告知に関する死生観の比較研究
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家 族 自 分 自 身

望 む
理 由

全て (除外項目 以下２項目)
・嘘をつかれたくない
・不信感をもちたくない

・自分自身の体､ 人生
・知るのは自分の権利
・死に対する準備時間
・家族と残された時間を過ごす
・やり残したことをする時間

望まぬ
理 由

・真実を知るのが怖いだろう ・真実を知るのが怖い
・ショックを受け絶望すると思う

表２ 告知を望む理由・望まぬ理由 (日本)

家 族 自 分 自 身

望 む
理 由

全て (除外項目 以下２項目)
・嘘をつかれたくない
・不信感をもちたくない

・自分自身の体､ 人生

望まぬ
理 由

・家族がショックを受けるのを見たくない
・家族が悲しむのを見たくない
・家族に余計な心配をさせたくない
・ショックを受け絶望するだろう

・ショックを受け絶望すると思う
・自分が悲しむのを見られたくない
・家族に余計な心配をさせたくない

表３ 告知を望む理由・望まぬ理由 (韓国)

共 通 点 相 違 点

望 む
理 由

韓 国 ・自分自身の体､ 人生

・全て同じ理由
(家族の場合)

日 本

・知るのは自分の権利
・死に対する準備時間
・家族との残された時間を過ごす
・やり残したことをする時間

望まぬ
理 由 韓 国

・自分自身がショックを受
け絶望するだろう

・家族がショックを受けるのを見たくない
・家族が悲しむのを見たくない
・家族に余計な心配をさせたくない

日 本
・真実を知るのが怖いだろう
・自分自身が真実を知るのが怖いだろう
・自分自身がショックを受け絶望するだろう

表４ 両国の告知を望む理由・望まぬ理由



５. 今後の展望
本調査は､ 自己について､ いかなる生と死の
あり方を望んでいるかをより良く理解するため
の視点として､ 韓国と日本に生活する人間の生
と死に各々固有の概念､ あるいは､ 捉えるため
に､ ｢告知 (�����������	)｣ に抱く個人の感
情や ｢人間の生と死｣ に対する各国の固有の概
念を知る手がかりとした｡
特に､ 韓国人学生の親を想う感情は､ 今日の
日本人学生に比較すると儒教的思想が強い傾向
にあると判断される｡ 学歴社会に対する教育と
社会階層は､ 両国における学生における共通の
現実として目の前にあるが､ 本調査の相違点
(表４参照) は一体どのように解釈できるのだ
ろうか｡
今後は､ 各国の医療現場における生命倫理
の基本原理：自己決定の尊重 (
��������
��������)､ 情報開示 (����������������
�������������) の現状､ ������	�����､ �事
前指示�����������������のあり方と共に､
各国の医療現場における医療専門職者の各専門
家の立場､ 役割に着目し､ 患者中心の医療のあ
り方を模索する必要がある｡ また､ そこには､
医学的側面のみならず､ 多様な学問領域による
学際的考究と膝を合わせた場面における討論か
ら新たな視点が生まれて来るものと考えられる｡
韓国､ 日本は､ 東アジアにおける隣国であり､
『儒教』､ 『漢字』 といったさまざまな文化を共
有する国家である｡ 今後､ さまざまな角度から

の各国固有の ｢死生観｣ をてがかりとして､ 東
アジアの相互理解､ 相互協力のための下地とな
る実証的研究が期待される｡
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[本報告は､ 日中韓シンポジウム第２分科会：医
療・生命倫理において発表した内容に､ 加筆・修
正をしたものである｡]
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